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も
う
す
ぐ
、

燃
え
る
よ
う
な

輝
く
太
陽
と
共
に
、

学
生
生
徒
修
養

会
高
校
の
部
が
や
っ
て
来
ま
す
。
学
修
と

い
う
響
き
を
耳
に
し
た
だ
け
で
、
心
が
高

揚
し
て
し
ま
う
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？

　
真
夏
の
お
ぢ
ば
で
過
ご
す
学
修
の
一
週
間
、

仲
間
と
共
に
尊
き
教
え
を
学
び
な
が
ら
信

仰
の
素
地
を
手
に
す
べ
く
、
感
動
の
夏
物

語
が
今
年
も
そ
こ
か
し
こ
に
展
開
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
教
会
長
さ
ん
や
親
に
勧

め
ら
れ
、
気
が
向
か
ぬ
ま
ま
参
加
し
た
生

徒
も
、
感
激
の
涙
を
流
し
て
修
了
で
き
る

の
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
誠
真
実
の
賜
物
と
、

い
つ
も
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、

生
徒
た
ち
本
人
の
気
持
ち
や
理
由
は
様
々

で
あ
っ
て
も
、
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
親
神
様
の
お
引
き
寄
せ
に
他
な
ら
な

い
と
思
い
、
お
預
か
り
す
る
生
徒
が
一
人

も
漏
れ
る
こ
と
な
く
最
終
日
を
迎
え
、
心

か
ら
喜
ん
で
帰
っ
て
も
ら
い
た
い
、
将
来

お
道
に
つ
な
が
る
大
切
な
人
材
に
育
っ
て

も
ら
い
た
い
と
、
ス
タ
ッ
フ
そ
れ
ぞ
れ
が

真
剣
に
生
徒
と
向
き
合
っ
て
、
心
血
を
注

ぐ
か
ら
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
私
は
例
年
、
講
師
に
関
わ
る
立
場
で
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
学
修
の

柱
の
一
つ
で
あ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
（
授
業
）
を

担
う
講
師
は
、
６
月
の
事
前
研
修
会
か
ら
本

番
ま
で
の
間
、
懸
命
に
な
っ
て
レ
ク
チ
ャ
ー

の
準
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
真
柱
様
は
昨
年

の
係
員
結
団
式
に
於
い
て
、
「
お
道
の
教
え

に
つ
い
て
理
解
が
進
む
、
分
か
ら
な
か
っ
た

こ
と
が
来
る
前
よ
り
も
分
か
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
こ
と
が
何
か

一
つ
で
も
あ
っ
て
、
そ
れ
を
持
っ
て
帰
っ
て

く
れ
た
ら
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
」
と
仰
せ

ら
れ
ま
し
た
。
講
師
た
ち
は
、
何
と
か
し
て

教
え
を
生
徒
に
伝
え
よ
う
と
、
準
備
期
間
は

も
と
よ
り
、
本
期
間
に
入
っ
て
も
、
寸
暇
を

惜
し
ん
で
そ
の
準
備
に
当
た
り
、
ま
た
同
時

に
、
自
分
自
身
の
信
仰
を
伝
え
る
た
め
に
は

理
づ
く
り
も
大
切
と
、
本
番
を
目
指
し
て
私

た
ち
の
本
分
で
あ
る
に
を
い
が
け
・
お
た
す

け
に
も
、
精
一
杯
つ
と
め
て
臨
ん
で
い
る
の

で
す
。

　
教
室
で
生
徒
と
初
め
て
会
う
初
日
の
朝
、

講
師
の
顔
に
は
こ
れ
以
上
無
い
程
の
緊
張

感
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
大

き
な
責
任
と
使
命
を
感
じ
て
い
る
か
ら
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
思
い
で
い
る
の

は
も
ち
ろ
ん
講
師
だ
け
で
な
く
、
他
の
多

く
の
ス
タ
ッ
フ
も
同
様
で
す
。
全
力
を
尽

く
し
、
共
に
お
育
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う

こ
の
姿
に
、
き
っ
と
親
神
様
は
あ
の
感
動

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
お
与
え
く
だ
さ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　
今
年
も
学
修
の
ム
シ
た
ち
が
、
心
を
高

揚
さ
せ
な
が
ら
生
徒
を
待
ち
構
え
て
い
ま
す
。

成
人
の
場
で
あ
る
学
修
に
、
一
人
で
も
多

く
送
り
出
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

、
、
、

、
、
、
、
、

、

、
、
、

学生担当者報
立教１７８年５月２５日

１２

業
務
記
録

各
地
の
動
き

報
　
告

四
月
例
会

　
去
る
4
月
25
日
教
庁
4
階
講
堂
に
於
い
て
「
四

月
例
会
」
を
開
催
。
出
席
は
40
教
区
、
113
直
属
。

【
直
属
学
生
層
育
成
者
講
習
会
】

・
河
原
町
　
4
月
14
日
　
　
大
教
会
　
　
　
100
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
降
委
員
出
向

・
防
府
　
　
4
月
16
日
　
　
大
教
会
　
　
　
150
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
村
副
委
員
長
出
向

【
教
区
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】

《
立
教
178
年
4
月
25
日
付
》

・
川
村
清
忠
（
青
森
教
区
）

【
直
属
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】

《
立
教
178
年
4
月
25
日
付
》

・
扇
谷
　
剛
（
名
京
・
名
青
）

・
旭
　
正
孝
（
川
之
江
・
御
空
）

《
立
教
178
年
4
月
16
日
～
5
月
15
日
》

4
月
16
日
　
学
修
高
校
の
部
研
究
室
会
議

　
　
17
日
　
教
祖
130
年
祭

　
　
　
　
　
　
　
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

　
　
20
日
　
事
務
局
連
絡
会

　
　
21
日
　
教
祖
130
年
祭

　
　
　
　
　
　
　
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　 

 

　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

　
　
　
　
　
春
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

　
　
22
日
　
『H

a
p
p
i
s
t

』
納
品
　
　

　
　
23
日
　
『H

a
p
p
i
s
t

』
梱
包

　
　
24
日
　
学
修
高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
会
議

　
　
　
　
　
担
当
者
活
動
部
部
会

　
　
25
日
　
委
員
会

　
　
　
　
　
例
会

　
　
　
　
　
広
報
室
会
議

　
　
　
　
　
出
版
部
部
会

5
月
8
日
　
学
生
連
絡
会

　
　
11
日
　
学
修
部
部
会

　
　
12
日
　
学
修
高
校
の
部
研
究
室
会
議

　
　
　
　
　
ビ
デ
オ
チ
ー
ム
会
議

　
　
13
日
　
委
員
会

　
　
　
　
　
ま
な
び
ば
研
究
室
会
議

　
　
　
　
　
屋
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
会
議

　
　
　
　
　
担
当
者
活
動
部
部
会

　
　
　
　
　
人
材
育
成
部
部
会

　
　
14
日
　
委
員
会

　
　
　
　
　
要
員
育
成
室
会
議

　
　
　
　
　
学
生
部
部
会

　
　
　
　
　
出
版
部
部
会
　

　
　
15
日
　
教
祖
130
年
祭

　
　
　
　
　
　
　
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

人
事
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学生担当者報
立教１７８年５月２５日

４

●
北
海
道
教
区

　
五
月
一
日
晴
天
の
ご
守
護
の
も
と
、
吉
川
委
員
長
を

お
迎
え
し
、
教
区
巡
回
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
学
生
会
活
動
及
び
巡
回
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
引
き
続
き
、

吉
川
委
員
長
か
ら
、
巡
回
の
趣
旨
説
明
と
ご
自
身
の
学

生
会
時
代
の
思
い
出
や
当
時
の
学
担
と
の
か
か
わ
り
な

ど
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ね
り
あ
い
に
う
つ
り
、
十
年
前
の
大
会
の

様
子
や
支
部
活
動
な
ど
思
い
出
を
語
り
合
い
な
が
ら
、

今
回
の
大
会
に
向
け
て
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
支
部
委
員
長
会
議
の
席
上
、
次
代
を
担
う
お

道
を
牽
引
す
る
人
材
を
丹
精
す
る
た
め
に
も
、
一
人
で

も
多
く
の
学
生
に
お
ぢ
ば
が
え
り
を
し
て
も
ら
え
る
よ

う
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
主
眼
を
お
き
、
会

活
動
の
更
な
る
勢
い
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
重
点
項
目

を
定
め
て
、
支
部
巡
回
を
行
う
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
お
ぢ
ば
の
風
を
い
た
だ
き
そ
の
風
を
追
い
風

と
し
て
、
し
っ
か
り
大
会
に
向
け
て
動
員
を
は
か
り
、

年
祭
仕
上
げ
の
年
、
教
祖
年
祭
に
向
け
て
実
践
し
て
き

た
、
お
た
す
け
の
勢
い
を
持
っ
て
活
動
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
巡
回
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
重
点
項
目

・
立
教
百
七
十
九
年
「
教
祖
百
三
十
年
祭 

学
生
お
ぢ

ば
が
え
り
大
会
」
に
向
け
て
の
動
員
目
標
。

　
全
教
会
か
ら
の
参
加
を
目
指
し
、
教
区
学
生
会
と
し

　
て
千
名
の
仲
間
と
お
ぢ
ば
に
帰
り
集
う
事
を
心
定
め
。

・
学
生
の
把
握
と
丹
精

　
「
支
部
学
生
名
簿
」
の
作
成
。「
学
修
」
「
ま
な
び
ば
」

　
「
学
生
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
」
な
ど
の
参
加
を
促
し
、

　
青
年
会
、
女
子
青
年
活
動
へ
の
繋
が
り
を
持
つ
。
ま

　
た
学
生
へ
の
声
掛
け
の
一
助
と
し
て
『H

a
p
p
i
s
t

』

　
の
活
用
促
進
。

・
学
生
会
タ
イ
ム

　
学
生
自
身
の
声
で
支
部
管
内
学
生
に
学
生
会
の
「
楽

　
し
さ
」
と
「
喜
び
」
を
知
っ
て
も
ら
い
活
動
を
通
し

　
て
「
お
道
」
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
。

　
　
　
北
海
道
教
区
学
生
担
当
委
員
長
　
和
田
与
志
男

●
岐
美
大
教
会
　

　
五
月
五
日
、
岐
美
大
教
会
信
者
詰
所
に
お
い
て
、

「
教
祖
百
三
十
年
祭
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
」
に
向

け
て
の
巡
回
が
行
わ
れ
た
。
当
日
は
、
学
生
二
十
一
名
、

担
当
委
員
九
名
、
合
計
三
十
名
が
参
加
し
た
。
今
回
は
、

大
教
会
に
つ
な
が
る
、
お
や
さ
と
管
内
の
学
生
の
つ
ど

い
も
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
。
第
一
部
で
は
、
本
部
学
生

担
当
委
員
よ
り
挨
拶
、
大
会
に
向
け
て
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
、

大
会
の
趣
旨
説
明
及
び
動
員
の
お
願
い
、
ま
た
天
理
教

学
生
会
運
営
委
員
会
よ
り
大
会
の
動
員
に
向
け
て
の
お

願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
そ
の
後
、
会
場
を
分
け
て
、
学
生
は
交
流
会
を
行
な

い
、
担
当
委
員
は
、
第
二
部
と
し
て
、
練
り
合
い
を
行

っ
た
。
十
年
前
に
行
わ
れ
た
「
教
祖
百
二
十
年
祭
学
生

お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
」
を
経
験
し
た
担
当
者
か
ら
は
、

前
大
会
の
際
に
取
り
組
ん
だ
流
れ
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
ま
た
、
今
大
会
の
動
員
を
考
え
て
い
く
上
で
出
て

く
る
で
あ
ろ
う
課
題
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
今

後
の
動
員
に
向
け
て
の
取
組
み
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

た
。

　
岐
美
大
教
会
で
は
、
担
当
委
員
長
を
中
心
に
、
担
当

委
員
が
一
丸
と
な
っ
て
進
む
べ
く
協
力
体
制
を
整
え
、

今
後
大
会
に
向
け
具
体
的
な
動
き
を
展
開
し
、
参
加
目

標
人
数
を
百
五
十
名
と
定
め
て
い
る
。

　
天
理
教
学
生
担
当
委
員
会
　
出
向
委
員
　
豊
田
章
宏

教
祖
百
三
十
年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
巡
回
報
告
（
北
海
道
教
区
・
岐
美
大
教
会
）

、
、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、

、
、
、
、

学生担当者報
立教１７８年５月２５日

５

　
五
月
五
日
午
前
十
時
、
本
部
第
二
食
堂
を
会

場
に
、
「
教
祖
百
三
十
年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え

り
大
会 

道
の
学
生
決
起
の
集
い
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
会
場
に
集
ま
っ
た
の
は
、
「
学
生
会
委
員
総
会
」

（
三
頁
に
報
告
）
参
加
者
を
含
む
、
学
生
二
百

四
十
四
名
。
初
め
に
司
会
か
ら
「
教
祖
百
三
十

年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
」
の
趣
旨
説
明

が
あ
り
、
続
い
て
、
学
生
担
当
委
員
会
吉
川
委

員
長
よ
り
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
吉
川
委
員
長
は
、

来
年
三
月
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
る
「
教
祖
百

三
十
年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
」
に
向
け

て
、
動
員
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
三
つ
の
こ

と
を
心
に
置
い
て
ほ
し
い
と
述
べ
、
①
お
た
す

け
の
実
践
を
心
が
け
よ
う
、
②
共
に
活
動
し
て

く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
そ
う
、
③
学
生
担
当

の
先
生
方
に
も
動
い
て
も
ら
え
る
よ
う
に
報
告
・

相
談
・
連
絡
を
徹
底
し
よ
う
、
と
促
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
「
私
た
ち
学
生
担
当
委
員
会
も
本
気

に
な
っ
て
や
り
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
も
教
区
・

直
属
で
掲
げ
る
目
標
に
向
か
っ
て
精
一
杯
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
地
道
な
真
実

の
集
ま
り
が
、
参
加
者
一
万
人
と
い
う
こ
れ
ま

で
に
な
い
結
果
に
つ
な
が
る
」
と
熱
を
込
め
て

話
を
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
福
島
教
区
学
生
会
前
委
員
長
橋
本

知
恵
さ
ん
、
東
愛
学
生
会
前
委
員
長
河
野
勇
人

君
よ
り
、
体
験
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
二
人
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
今
年
の
春
学
に
全
力
で

取
り
組
む
中
で
得
た
喜
び
や
、
感
じ
た
親
神
様

の
ご
守
護
を
、
時
に
は
感
激
に
声
を
詰
ま
ら
せ

な
が
ら
語
り
か
け
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち
も
二

人
の
話
に
じ
っ
く
り
と
耳
を
傾
け
、
涙
を
流
す

学
生
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
大
会
実
行
委
員
長
日
水
信
悟
君
が
、

自
ら
の
た
す
け
ら
れ
た
体
験
を
も
と
に
、
信
仰

し
て
い
る
喜
び
を
友
に
伝
え
、
お
た
す
け
を
実

践
を
し
て
い
く
決
意
を
述
べ
、
「
こ
の
後
の
お

つ
と
め
で
、
自
分
に
も
お
た
す
け
さ
せ
て
く
だ

さ
い
と
神
様
に
お
願
い
し
よ
う
。
今
日
か
ら
自

分
は
お
た
す
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
親
神

様
に
お
誓
い
し
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
場
で
は
「
教
祖
百
三
十
年
祭
の
歌
」

と
「
希
望
の
花
」
を
斉
唱
。
東
礼
拝
場
に
移
動
し
、

今
後
の
誓
い
を
込
め
て
「
定
時
の
お
つ
と
め
」

に
全
員
で
参
拝
し
、
決
起
の
集
い
は
終
了
し
ま

し
た
。

　
五
月
一
日
よ
り
教
区
・
直
属
で
の
巡
回
が
始

ま
り
、
五
月
二
十
五
日
に
は
「
教
祖
百
三
十
年

祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会 

担
当
者
決
起
の
集

い
」
を
開
催
し
ま
す
。
学
生
担
当
委
員
会
と
し

ま
し
て
も
、
学
生
の
動
き
を
後
押
し
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
自
ら
に
与
え
ら
れ
た
お
た
す
け
と

し
て
、
学
生
へ
の
声
が
け
に
取
り
組
ま
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
祖
百
三
十
年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
の
学
生
決
起
の
集
い
　
開
催
報
告

、

、
、
、

、
、
、
、

、

、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、
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立教１７８年 こどもおぢばがえり 学生ひのきしん隊

目　　的    ぢばへの伏せこみ

内　　容    わかぎおぢばひのきしんカウンセラー、廻廊ひのきしん受け入れなど

対　　象    高校生・大学生・短期大学生・大学院生・専門学校生

期　　間    前期　　　  7月25日（土）～7月31日（金）

　　　　　　後期　　　　7月30日（木）～8月 5日（水）

            特別期間  　7月31日（金）～8月 3日（月）

　　　　　　　※ 前期、後期に参加できない方も、ぜひ特別期間にご参加ください。

受付時間    前期・後期・特別期間とも午後1時（予定）

解散時間　　前期　午前11時、後期　午後1時、特別期間　午後5時（いずれも予定）

募集定員    前期　70名、後期　70名、特別期間　50名

参 加 費    前期・後期1,000円、全期間2,000円、特別期間1,000円

　　　　　　　※ いずれも当日お持ちください。

宿　　舎    旧大森町詰所（予定）

主　　催    天理教学生会

後　　援    天理教学生担当委員会

≪　募　集　要　項　≫

≪　　申　し　込　み　・　問　い　合　わ　せ　先　≫

天理市守目堂町213-4　おやさとやかた真南棟3階  天理教学生会

（郵便)　〒 632-8790　天理郵便局私書箱1号　天理教学生会

（電話)　0743-63-1511（内線5820）

　　　　 　※19時以降は0743-63-2489

（FAX）　0743-62-5780

詳しくは、天理教学生会 website に掲載しておりますので、そちらを御覧ください。

　website URL: http://tsa.tenrikyo.or.jp

「教祖百三十年祭 学生おぢばがえり大会」について

◆教区・直属巡回日追加・変更一覧

※以前の掲載より追加・変更のあった教区・直属

教区 開催日

和歌山 8月28日

千葉 9月4日

茨城 8月30日

高知 11月2日

直属 開催日 直属 開催日

本部 9月8日 南紀 5月22日

水口 6月14日 錦江 9月5日

名京 8月23日 仙臺 8月30日

飾東 6月22日 本保 9月22日

高岡 12月19日 城山 9月26日

川之江 11月10日 夕張 6月15日

中野 10月3日 加古 9月23日

学生担当者報
立教１７８年５月２５日
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☆実施計画書は２ヵ月前までにご提出ください。

教区 開催日時 場所 担当者 電話番号

6月6日13時～7日15時

6月6日13時～7日16時

教務支庁

教務支庁

山形

茨城

6月6日12時～7日15時 教務支庁長野

6月6日10時30分～7日15時 西陣大教会京都

6月6日13時～7日15時 撫順分教会兵庫
（阪神ブロック）

（※1下記参照）

（※2下記参照）

※1桜井、宇陀、東吉野支部

※2天理、山辺、奈良、南奈良支部

（中部ブロック）

6月6日13時30分～7日15時 明和大教会奈良

6月6日11時30分～7日14時30分 教務支庁岡山

6月6日15時～7日14時 教務支庁宮崎

6月13日15時～14日15時 上瑞穂分教会埼玉

6月13日13時～14日15時30分 教務支庁福井

6月13日13時～14日14時 美張分教会愛知

6月13日13時～14日15時 教務支庁三重

6月13日13時30分～14日15時 郡山詰所奈良

6月13日13時～14日14時 教務支庁大分

6月20日15時～21日12時 教務支庁栃木

「まなびば」開催会場一覧　《６月開催分》

別席のすすめ別席のすすめ別席のすすめ 1部5円

　年祭活動仕上げの年、道につながる学生が時代を担うようぼ

くへと成人させていただけるよう、この旬におぢばへ帰り、別

席を運んでいただきたいとの思いから、学生担当委員会ではこ

のたび、「別席のすすめ」をリニューアルし発行いたしました。

どうぞご活用ください。

、、、

、 、、、
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お
知
ら
せ

六
月
例
会

学
生
層
育
成
者
講
習
会

日
程
・
会
場
案
内

・
期
日
　
立
教
178
年
6
月
25
日

・
時
間
　
15
時
半
受
付
　
16
時
開
始

・
場
所
　
教
庁
4
階
講
堂

【
教
区
】
　

・
岩
手
　
　
6
月
2
日
10
時
～
　
　
　
教
務
支
庁

・
石
川
　
　
6
月
2
日
13
時
30
分
～
　
教
務
支
庁

・
福
岡
　
　
6
月
4
日
11
時
～
　
　
　
教
務
支
庁

・
岐
阜
　
　
6
月
30
日
9
時
45
分
～
　
教
務
支
庁

・
島
根
　
　
6
月
30
日
11
時
～
　
　
　
教
務
支
庁

【
直
属
】
　

・
本
芝
　
　
6
月
5
日
14
時
30
分
～
　
　
大
教
会

・
深
川
　
　
6
月
13
日
14
時
～
　
　
　
　
大
教
会

・
髙
知
　
　
6
月
18
日
12
時
～
　
　
　
　
大
教
会

・
玉
島
　
　
6
月
20
日
12
時
～
　
　
　
　
大
教
会

・
越
知
　
　
6
月
20
日
11
時
30
分
～
　
　
大
教
会

・
香
川
　
　
6
月
21
日
11
時
30
分
～ 

 

　
大
教
会

・
山
陽
　
　
6
月
21
日
11
時
30
分
～
　
　
大
教
会

・
名
張
　
　
6
月
21
日
12
時
～
　
　
　
　
分
教
会

・
名
京
　
　
6
月
22
日
12
時
～
　
　
　
　
大
教
会

・
名
東
　
　
6
月
22
日
11
時
30
分
～
　
　
大
教
会

・
飾
東
　
　
6
月
22
日
11
時
30
分
～
　
　
大
教
会

・
東
愛
　
　
6
月
22
日
11
時
30
分
～
　
　
大
教
会

・
日
野
　
　
6
月
22
日
12
時
～
　
　
　
　
大
教
会

・
立
野
堀
　
6
月
22
日
12
時
～
　
　
　
　
大
教
会

・
西
海
　
　
6
月
22
日
12
時
～
　
　
　
　
大
教
会

・
南
　
　
　
6
月
22
日
14
時
30
分
～
　
　
大
教
会

・
鹿
島
　
　
6
月
22
日
11
時
30
分
～
　
　
大
教
会

・
郡
山
　
　
6
月
23
日
10
時
30
分
～
　
　
大
教
会

・
兵
神
　
　
6
月
23
日
10
時
～
　
　
　
　
大
教
会

・
西
宮
　
　
6
月
23
日
12
時
～
　
　
　
　
大
教
会

・
蒲
生
　
　
6
月
23
日
11
時
30
分
～
　
　
大
教
会

・
豊
岡
　
　
6
月
23
日
11
時
30
分
～
　
　
大
教
会

・
津
　
　
　
6
月
23
日
13
時
20
分
～
　
　
大
教
会

・
中
野
　
　
6
月
23
日
10
時
～
　
　
　
　
大
教
会

・
岡
山
　
　
6
月
23
日
12
時
15
分
～
　
　
大
教
会

・
山
陰
　
　
6
月
24
日
11
時
30
分
～
　
　
大
教
会

・
平
安
　
　
6
月
25
日
9
時
30
分
～
　
　
詰
所

１１

 

青
　
空

　
私
は
、
学
生
生
徒
修
養
会
の
運
営
に
関
わ
ら
せ
て
い

た
だ
く
中
で
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
動
い
て
く
だ
さ
る
、

多
く
の
方
々
へ
の
感
謝
を
学
ん
だ
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
私
は
主
に
物
品
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
各
宿
舎
や
、

期
間
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
必
要
な
物
の
把
握
、
事
前
の
準

備
を
す
る
の
で
す
が
、
物
品
一
つ
一
つ
を
数
え
な
が
ら
、

「
い
っ
た
い
何
の
た
め
に
…
」
な
ど
と
思
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
は
、
学
生
の
表
情
す
ら

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
コ
ツ
コ
ツ
と
準
備
を
す

る
人
達
、
ま
た
学
生
を
送
り
出
す
教
会
長
さ
ん
、
親
御
さ

ん
が
い
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
へ
思
い
を
巡
ら
せ
た
時
、
近

く
で
学
生
と
関
わ
る
私
が
こ
ん
な
姿
勢
で
は
い
け
な
い
と

反
省
す
る
と
共
に
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
動
い
て
く
だ
さ

る
多
く
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
学
生
生
徒
修
養
会
が
こ
こ
ま
で
続
い
て
い
る
の
も
、
そ

う
し
た
多
く
の
方
々
の
思
い
を
神
様
が
お
受
け
取
り
く
だ

さ
っ
て
い
る
証
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
学
ん
だ
感
謝
の
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今
後

も
道
の
御
用
の
上
に
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
　
　
　

学
生
生
徒
修
養
会
部
局
員
　
伊
藤 

元
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申し込み

期　　間 平成27年8月9日（日）～8月15日（土）

受講対象 高等学校に在学し、全期間受講できる者｡（親里管内の高等学校は天理高等学校

第Ⅰ部の自宅通学生に限り受講可能です）

※受講回数によって１回生､２回生､３回生に分かれます。

募集人員 2,000名（男子 1,000名、女子 1,000名）

受講御供 8,000円  各詰所(各直属学生担当委員会)に納めてください。

内　　容 ☆レクチャー　☆ひのきしん　☆おてふり・鳴物練習　☆神名流し(3年生のみ) 

☆レクリエーション　☆グループワーク　☆感話大会　☆みんなのつどい など

※期間中に別席を１席運べる日を設けます。

受付日時 8月 9日(日)　午前9時30分から10時

各詰所にて受付票を受け取り、受付票に記載されている宿舎に集合してください。

解散日時 8月15日(土)  午前10時30分（予定）

※受講にあたっての詳細及び必要事項は書面にて7月10日以降、随時保護者宛てに郵送いたします。

　また、7月10日以降はTSA websiteでも詳細、必要事項の確認ができますのでご利用ください。

※受講願書は各学生担当委員会、各教務支庁にあります。

平成27年 5月25日(月)～7月25日(土)まで（郵送の場合も7月25日必着）

※事務処理の関係上、願書はなるべく7月18日までに提出してください。

申込方法 下記書類を整え、最上級教会長を経て、学生担当委員会事務局に申し込んでください。

・受講願書      １通

・返信用封筒　１枚（保護者氏名､住所､郵便番号を記入し､82円切手を貼付ください）

問い合わせ  TEL

 FAX 0743-62-5780 

0743-63-2489（学生担当委員会事務局直通）


